
“国道４号 中・中北交差点の渋滞が緩和！！” 
～右折レーンの延伸で効果～  
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道路見える化計画『渋滞見える化プラン』の要対策箇所であった「国道４号中北交

差点」について、１０月４日、１０日に渋滞対策工事を実施しました。 
このたび、渋滞対策後について調査を実施したので報告します。 

◆対策前◆ 朝夕の渋滞は県の平均１１倍 
○国道４号の矢板市中、中北交差点は県平均の１１倍の渋滞であった。 
○交差点を右折する車両のたまりが、直進する車両の進行を阻害していた。 

◆対策◆ 
○対策として、直ぐに着手可能な中北交差点の右折レーンの延伸を実施。 
○工事実施日  １０月４日（水）、１０日（火） 
 

◆今後の取り組み◆ 
○引き続き中交差点においても対策をすすめる。（上り線の右折レーンの延伸） 

中北交差点付近の状況 右折滞留長の延伸 40m 

右折滞留長 45m 

◆対策後の効果◆ 中・中北交差点の下り（福島方面行き）の渋滞が解消 
○交差点を右折する車両のたまりが確保され、直進する車両の阻害がなくなり、直進方向の渋滞

が解消された。 
○中交差点の渋滞が緩和された。 



中北交差点の渋滞が
中交差点にも影響

   　　　最大渋滞長 朝　L=750m 
夕　L=1350m  

中北交差点の渋滞解消により

  　　　  最大渋滞長 中交差点の渋滞緩和

     朝　渋滞無し

     夕　L=150m  

中北交差点渋滞対策結果
中北交差点の右折レーンの延伸工事

○対　 策 　日 平成１８年１０月４日（水）、１０日（火）

平成１８年１０月１２日（木）○対策後調査

○対 策 内 容

中交差点

中北交差点

至　福島至　宇都宮

対策前

対策後対策後

対策前

対策前 対策後 対策前 対策後

朝(7:00～10:00) 0.2 0.04 2,192 2,375

夕(16:00～19:00) 0.08 0.07 2,410 2,364

朝(7:00～10:00) 0.75 0 2,250 2,393

夕(16:00～19:00) 1.35 0.15 2,507 2,423

交通量(台/3h)最大渋滞長（km)

中北交差点

中交差点

はみ出した右折車が、直進車の流れを阻害

滞留長　L=45m

最大渋滞長 朝　L=200m
 夕　L=80m  
   

　　　滞留長　　L=85m

          
右折車のはみ出しが無くなり 最大渋滞長
直進車の渋滞が解消 　 朝　L=40m

　 夕　L=70m（右折レーンのみ）




